





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ぐうしよう かつあい と んよくね
中）の道Iこより隔絶せられ，空性の故に不可得なり。渇愛を減し，食欲を離れたる，寂静の浬
はん
梁なり。たとえ，われが，これを他の人々に説こうとも，もし彼らが理解せざるとすれば，そ
ひけん
れは，われを疲倦せしめ，無駄な努力となり，無益な説法となるべし。されば，われはむしろ，
もくれん
懸念することなく，黙然として住すべし」［と]。また，その時，これらの１局を唱えたまえり。
’「ター ラー ヤナ」の原語は面面yanaである。
２「閑静処に在りて」の原文（rahogalasya）は主要東大写本に欠落しているが，Tib､によればこれを挿入
すべきである。
３「一切の感覚を抑止し」の原文（sarvaveditanirodha）は主要東大写本に欠落しているが，Tib､によれば
これを挿入すべきである。
.ｌＴｉｂ.には，aghoSo（音なく）に相当する訳語がない。
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ラリタヴイスタラの研究
むじん
１．甚深，寂静，無塵，明浄にして，無為なる，甘露の法が，まさしく，われIこ得られたり。
［これを］われが説こうとも．他者は理解せざらん。されば今，われは沈黙して林中に住
すくい
しんによ じれん
2．語音を離れ，言語の道に汚染せられず，真如Iこして自然の法なること，虚空の如し。心
と意の動揺から解放せられ，この上もなき不可思議を超えて５，われは了知せり。
３しかもまた､これなる.妙義の道理は.‘諸あ文字によっては悟入すること龍わざる‘‘塁
け人 おうしやくしようしや
賢の知識なり。往昔の勝者（仏陀）に供養なせる衆生たち，彼らのみが，この法を聴いて
信受せん。
４．しかもまた，この世において，何らかの法が存在するということなく，それが存在しな
そうぞくて人でん
いということ，それもまたなし。因と所作との相続展転を知るところの，その者には，こ
う む
の世Iこおいて，有（存在）も無（非存在）も存在せず。
5．無量なる百千の劫において，われは，過去の勝者（仏陀）の面前にて修習せり。されど，
が
我（アートマン）もなく，衆生もなく，生命もなしと［認識］するところの，力､の
むしよう ごとく
［無生］忍を，われは悟得せざりき。
６．この世において何も生ずることなく減することもなく，この一切の法は本来無我なりと
の，この［無生］忍が，われによって悟得せられたる，その時，デイーパと名づける仏陀
じゅき
（燃燈仏）Ｉまわれに授記したり。
力､人じよう
７．一切世間に対する，われの悲懲,I:､､は無辺なり。他者から勧請せられるならば，われは躍
跨せず。しかも，これなる民衆はブラフマン（焚天）を浄信せり。彼に勧請せられるなら
ば，［われは］法輪を転ずべし。
８．もしブラフマン（焚天）が，わが足元に平伏して，「善良なる性質の理解力ある衆生あり。
力、
無塵なる上妙の法を説きたまえ」と懇願すれば，斯くて，この，われの法を受け取ること
を得ん。
ぴやくごうそう
かくして実に，比丘らよ’如来は，その時，眉間の［白］墓相より光線を発したり。その光
線によって,この三千大千世界は.広大なる難の7光明に満たされたり。
いじんりさ
その時．実に，〔十の8〕三千大千世界の主なるシキン9大焚天は，仏陀の威神力Iこより如来の
５Ｔｉｂは「この上もなく摩詞不思議なる至高を」という意味の訳文となっている。
６この部分は．方広には「執能悟入其義理」と訳されている。
７Tib.には，suvamavama（金色の）に相当する訳語がない。
８諸校訂本には。a§ａ（十の）が付加されているが．諸写本には見られず，Ｔｉｂにもこれに当たる訳語がな
く，文脈上も不要である。
９「シキン」の原語は§ikhin（｢髪のふさを持てる」の恵）である。「色界の初禅天に焚衆天と掩輔天と大
掩天という三天があり．その大掩天は初禅天の王であるので蛇天王と称し，Ｆ１棄（§ikhin）と名づける｡」
（中村元「悌教語大辞典」929頁「大蛇天王」の項目参照)。
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心の所念を，心で察知して，「意気薄弱の故に,世尊の心は説法に向かわず」と'0[知り'']，彼は，
かくの如く思念せり。「われは行きて，如来に，法輪を転じたまえと勧請すべし」［と]。
また実に，シキン大'2焚天は，その時，その他の掩身天（焚衆天）の天子たちに呼びかけたり。
ばろ
｢諸君，まことに，この世界は減し亡ぶべし'3。もしも，如来が無上正等覚を証得したまえるも，
実に，意気薄弱の故に心を説法に向けたまわざるとすれば。さればいざ，われらは行きて，如
とうしょうがくしや
来・阿羅漢・等正覚者に，法輪を転じたまえと勧請すべし」［と]◎
いにょう
その時，実に，比丘らよ’シキン大覚天は六百八十万の焚天衆に囲繰され，随従せられて，
いき ずめん
如来の在すところへと近づき来たりて，如来の足元に頭面をつけて敬礼し，合掌して，如来に
かくの如く言えり。「まことに，世尊よ，この世界は滅すべし。あわれにも，世尊よ，この世
界は亡ぶべし。もしも，如来が無上正等覚を証得したまえるも，実に，意気薄弱の故に，心を
ぜんぜい
説法に向けたまわざるとすれば。それ故Iこ，世尊は法を説きたまえ。善逝は法を説きたまえ。
善良なる性質にして教化しやすく，世尊の所説の意味を理解することができる，有能にして優
秀なる衆生たちが存在すれば」［と]。また，その時，かくの如き偶を唱えたり。
９．最勝なる大智のマンダラ（円輪）を具備し，またまさに，十方に光明を放射して，智の
光線により，人なる蓮華を開花せしめる'４，論者の大陽なる者よ。何ゆえ，今，無関心に
て住したまうや。
もろもろ いくコーテイ
１０．［すでに］諸の衆生に，聖なる財宝を施し，幾拘砥もの生類を慰安せしめたるに．［その
お人み
後に'5］黙然として衆生を見捨てたまうこと，これは，世間の親族たる者よ，御身にふさ
わしからず。
らがい
１１．至高なる法の太鼓を打ち鳴らしたまえ。また，正法の螺貝を，速やかに吹きたまえ。高
たいまつ
大なる法の祭柱を立てたまえ。巨大なる法の松明を燃やしたまえ。
しようみよう う
１２．勝妙なる法水の雨を降らせたまえ。これら，有（生死）の海に溺れたる者たちを渡らせ
ひつのう
たまえ。これら，大病Iこ逼悩せられたる者たちを平癒させたまえ。煩悩の火に焼かれたる
しようりょう
者たちを清涼ならしめたまえ。
うしゅう
１３．平安かつ幸福Iこして，熱悩なく憂愁なき寂静の道を，いざ，御身は説きたまえ。浬桑の
ひみ人
道に行かざるが故に，庇護者なく悪道に迷える者たちに，庇護者（御身）は悲懲を垂れた
まえ。
１４．解脱に導く諸の門を開きたまえ。力､の，動揺することなき法理を宣説したまえ。庇護者
l0Tib・は「世尊は［説法への］無関心に心を向け．法を説かざるを」という意味の訳文となっている。
ｌｌＴｉｂには，「知り」に相当する訳語（sesnas）がある。
l2Tib.には。ｍａｈａ（大）に相当する訳語がない。
l3Tib.は「あわれにも．この世間は減すべし。諸君，まことに，この世間は亡ぶべし」という意味の訳文
となっている。
ｌ４この部分は，方広には「営以慧日開於人花」と訳されている。
l5Tib.には，「その後に」に相当する訳語（ganslad）がある。
１３４
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せいらい
よ，生来盲目に生まれたる衆生'6の法眼を最高に清めたまえ。
け人だつば
１５．党天界にも，また，天界にも，夜叉・乾閏婆（ガンダノレヴァ）・人間の世界にも，世間
にんちゅう
の生と老を滅除しうるところの，そのような者は，人中の月たる御身以ﾀﾄには存在せず。
１６．法王よ，われは，一切の天神衆を仲間として，御身に勧請せり。この福徳を以て，われ
もまた，速やかに，最勝なる法輪を転じる者とならんことを。
比丘らよ’如来は，黙然として，シキン大党天に同意したまえり。天・人・阿修羅を含む［全］
にようやく
世界を，哀感するが故を以て，焼益せんがためIこ。
せんだんこうまつ
それから実に，シキン大焚天は，如来が黙然として同意したるを知って，天界の栴檀の香末
とｱグﾙ胴(撒蕃)の香末を如来に注ぎかけたるのち‘歓喜と喜悦の心を生じて，まさにそ
い人ぼつ
こ'こて隠没せり。
それから実に，比丘らよ’如来の１８法に対する世間の崇敬を生ぜしめるために，また，シキ
ぜんどん
ン大焚天をして《繰り返し'9》繰り返し如来に勧請せしめて，［大焚天の］善根を増大せしめる
ために，また．法を甚だ深く尊重するが故に，再び独りで，閑静処にて，沈思黙考し，ここに，
せんきい
かくの如き,I:‘,の思念を生じたまえり。「われの証得したる，この法は，実に，甚深なり。繊細
かつ精密にして，理解しがたし。会得しがたく，思慮の範囲を超えたり。聡明かつ学識ある者
のみの知るところにして，一切世間の心情に相応せず。見がたく、一切の執着を離れ，一切の
うい ぞうさ じゃくし
有為（心の造作）を鎮め，寂止（精神集中）の道により隔絶せられ．空性の故に不可得なり。
渇愛を減し，食欲を離れたる，寂静の浬梁なり。たとえ，われがこの法を説こうとも，他の人々
のうらん
が理解せざるとすれば，それは，われに極度の悩乱を生ずべし。されば，われはむしろ，ひた
もくし
すら黙止して住すべし」［と]・
いじ入りき
その時，実に，比丘らよ’シキン大焚天は，仏陀の威神力により，再び，如来の，その'L,の
所念がかくの如くなるを察知し，天主帝釈のいるところに近づき来たりて，天主帝釈に，かく
の如く言えり。「カウシカ2oよ・なにとぞ知られたし。如来・阿羅漢・等正覚者は，意気薄弱
の故に心を説法に向けたまわず。カウシカよ’あわれにも，この世界は減すべし。カウシカよ’
あんこ<
まことに，この世界は滅ぶべし。カウシカよ’あわれにも，この世界は甚大なる無知の闇黒に
放置せらるくし。なぜなら，実に，如来・阿羅漢・等正覚者が意気薄弱の故に心を説法に向
てんぽうり人
↓ﾅたまわざるが故に。何ゆえ，われらは，如来・阿羅漢・等正覚者に転法輪を勧請すべ<行か
ｉ６Ｔｉｂは「これらの衆生」との訳文になっており．「これらの」（dedag）が挿入されている。
ｌ７Ｔｉｂ.(agaru）によれば焚語もagaruであるべきであるが.確認できる全写本においてaguruとされいる。
ｌ８Ｔｉｂｄｅｂｓｈｉｎｇ§egspas（如来は）は焚文tathｮgatasya（如来の）と合わない。
'9主要東大写本にはこの「繰り返し」の原語（punab）は欠落しているが,Tib.（yandanyandu）によれば．
punahを反復するのが適当である。
20kau§ika（僑F1迦）は「帝釈天が人間であった時の姓」である。中村元「儒教語大辞典」239頁「僑戸迦」
の項目参照。
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ざるべきや。それは何ゆえか。実に如来は，勧請せられずしては，法輪を転ずることなければ
なり」［と]。「善きかな，友よ」とて，帝釈，掩天，また，大地と中空の神々’四大王天，
三十三天，夜摩天，兜率天，化楽天，他化自在天，焚身天，偏光天．広果天，遍浄天，及び，
じようごてん
幾百千もの，浄居天の天子Iこして，超絶なる色相を有する者たちが，夜更けに2'，ターラーヤ
いま
ナ樹の根元だけを，天界の色相と天界の光輝を以て照らしながら，如来の在すところへと近づ
うにょう
き来たりて，如来の足元に頭面をつけて敬礼し，右遥をなしてから，一方に立てり。
その時，実に，天主帝釈は，如来の方向に向かって合掌し，如来を偶を以て讃歎せり。
しよく た
１７．御身の心の解放せられたること，実に，蝕から解放せられたる満月の如し。起ちたまえ。
とも
戦闘に勝利せる者よ。闇黒なる世界に，智慧の光明を灯したまえ。
かくの如く言われたるも，如来はただ沈黙して坐せり。
その時，実に，シキン大蛇天は天主帝釈にかくの如く言えり。「カウシカよ’如来・阿羅漢・
きみ
等正覚者たちは，貴君が勧請するが如くIこは，転法輪を勧請せらるべきにあらず」［と]。
そして,その時シキン大焚天は雛鵠型して,右の膝輪を地に着け.如来の方向に向か
しつりん
い合掌して，如来に(局を以て呼びかけたり。
た とも
１８．起ちたまえ。戦闘に勝利せる者よ。闇黒なる世界に，智慧の光明を灯したまえ。正しく
理解するであろう者たちが存在するが故に，牟尼よ，御身は法を説きたまえ。
比丘らよ’かくの如く言われて，如来はシキン大焚天に．かくの如く告げたまえり。「大蛇
天よ’われの証得したる，この法は，実に甚深なり◎繊細かつ精密にして，等々［前述と同文
ないし
の途中は略して]，乃至，それはわれに，極度の悩乱を生ずべし。さらIこまた，焚天よ’われ
けんげん
には，これら［二つ］の偶が常に顕現せり。
＜ら
1923．わが道は，［世間とは］逆向きに流れ24,甚深Iこして見がたし。食欲に目の舷める者たち
よ
Ｉま，それを能<見ることなし。それ故に，［その法を］説くことは不要なり。
２０．衆生は愛欲に堕落し、［欲望の］流れに随って押し流される。われは，これ［なる法］を，
大いなる労苦を以て獲得したり。それ故に，［その法を］説くことは不要なり」［と]。
もくれん
その時，実に，比丘らよ’シキン大覚天と天主帝釈は，如来が黙然として住したまえるを知
いんぼつ
りて，かの天子衆とともに，苦悩し落胆して，まさに，そこにて隠没せり。
2１
2２
２３
２４
原文atikr3nt3y面mrZitrauは，方広には「於夜分中」と訳されており，Tib.のnamsrospaは「蔵漢大辞典」
によれば「天黒，日暮，天色向晩」の意である。これらを参考に，ここでは「夜更けに」と訳す。
｢偏祖右肩」とは「左の肩にのみ上衣をかける動作」をいう。
この偶はTib.では韻文訳になっていないが，これはTib､訳者の誤解によるものと思われる。
この部分は方広には「逆流道」と訳されている。
１３６
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三回に至るまで,如来の心は.同様に蕊.意気薄弱,猫きたり。
その時，実にまた，比丘らよ’マガダ国の人々に，これらの，不吉にして不善なる．かくの
たく‘い
如き類の邪見が生じたり。すなわち，次の如し。ある者たちは，かく言えり。「風は吹〈こと
なからん」［と]。ある者たちは，かく言えり。「火は燃ゆることなからん」［と]。ある者たち
は言えり。「天は雨を降らすことなからん26」［と]。ある者たちは言えり。「河は流れることな
からん」［と]。ある者たちは言えり。「穀物は育つことなからん」［と]。ある者たちは言えり。
｢鳥は空を飛ぶことなからん」［と]。ある者たちは言えり。「妊婦は無病なるに出産することな
からん」［と]。
その時，実に，比丘らよ’シキン大焚天は，如来の，その心の所念はかくの如くなるを察知
し，また，マガダ国の人民の，これらの邪見を知って，夜更けに，超絶なる色相と天界の光輝
あ室ねい玄
を以て，ターラーヤナ樹の根元を遍く照らして，如来の在すところへと近づき来たりて，如来
へんだんうけん しつり人
の足元に頭面をつけて敬礼し，偏担右肩して，右の膝輪を地Iこ着け，如来の方に向かい合掌し
て，如来に偶を以て呼びかけたり。
けが こうりょう どんぜっ
２１．マガダ国においては，かつて，不浄の法ありき。稜れをもって考iii:せられたる言説が生
か人ろ
じたり。それ故に，牟尼よ，甘露（不死）の門を開きたまえ。無垢なる仏陀の〔広大な
る27〕法を，［人々 は］聴聞すべし。
じりつしや くえ
２２．御身は，自己の目的を達成し，自立者となり，苦の所作たる垢械を滅除せり。御身の善
は，減ずることも増すこともなく，御身は，今や，最勝なる法の彼岸に達したり。
だし､せん まき
２３．牟尼よ，御身に匹敵する者は，この世界に存在せず。大仙よ’御身に勝る者の，この世
のいずこにやあらん。御身は28，この三界における最善者にして29,光り輝き，阿修羅の地
に婆ゆる.かの訓山(須弥山)の如し3'。
２４．苦悩せる衆生に，広大なる悲懲を垂れたまえ。御身の如き者にして冷淡なるは全くふさ
むしよいしよりき
わからず。御身は無所畏の諸力を具有すれば，御身こそ(ま，衆生を済度すべき者なり。
２５．天界を含み，沙門と婆羅門を含む，この，すべての生類は，久しく［苦悩の］矢に刺さ
ねつのう
れたり。［生類の］苦痛と熱悩を鎮め，健康にならしめたまえ。この世に，その［生類の］
庇護者は［御身の］他に存在せず。
じようぜ人
２６．浄善なる,L､を有し，かつ，甘露（不死）を願い求める天神や人間たちは，久しく御身に
ずいちく
随遂せり。「勝者は，必ずや，かの［至上の］法を証得し，あるがまま|こ，多々宣説した
25Tib.には．ｅｖａｍ（同様に）に相当する訳語がない。
26Tib・は「雨は降ることなからん」という意味の訳文となっている。
幻「広大なる」の原語（VipUla）はTib・に相当訳語がなく．韻律上も余計であるから，削除すべきである。
28Tib・には，bhav豆、（御身は）に相当する訳語がない。
29Tib､には．agras（最善者にして）に相当する訳語がない。
30Tib､には，ａｓａｕ（かの）に相当する訳語がない。
3！この部分は方広には「如須禰山」と訳されている。
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まわん」［と考えて]。
ごうゆう
27.それ故に，剛勇なる者よ，［われは］御身に懇願す。久しく道に迷える衆生を導きたまえ。
みようぎ るいそう ひそう
妙義を聴力､ざる者たちが聴聞せんと渇望すること，極度に廟痩せる者たちが肥壮たらんと
渇望するが如し。
28．《偉大なる牟尼よ，これらの生類は，渇きに苦しめられ，御身の前にて，法の水を待望
せり32》・枯渇せる大地を雨雲がうるおすが如く，導師たる者よ，法雨を以て快復せしめ
たまえ。
いばら ほうこう しゆじゅう
29．久しく道に迷える民衆は，生存において，疎の茂る邪見の密林をｲ方僅せり。修習すれば
甘露(不死)を得るに至るところの.《かの鐙》‘総き正真の道を説きたまえ。
しんこうよじんよ
30．闇黒なる深坑に落ちて，導師を有することなき，この世の，この者たちは，余人の能<
じ ょう乱、しんき
極済するところにあらず。御身こそIま覚知ある牡牛なれば，信喜を生じて，大深坑に落
ちたる者たちを引き上げたまえ。
ちぐう たまた玄
31．牟尼よ，御身（仏陀たる者）には，久しく値遇しがたきを常とす。偶々ある時，ウドゥ
ンバラ34の花の咲くが如く，導師たる勝者（仏陀）たちは［ごく稀に］地上に出現す。庇
むかしょ
護者よ，無暇虚に生じたる衆生を．解脱せしめたまえ。
32.しかも前生において，御身に，この決意ありき。「自ら渡りてのち，［他の衆生を］渡ら
ひつじよう
しむくし」［と]。今や,御身の彼岸に渡りたること必定なり◎真実の勇猛ある者よ，［かの］
誓約を真実ならしめたまえ。
芯ょか はたじるしあ
33．牟尼よ，法の矩火を以て，黒暗を消散せしめたまえ。何とぞ，御身は，如来の旗印を揚
ぴみよう せんよう ほうぐおんじよう
げたまえ。美妙なる語声を宣揚すべき時が到来せり。法鼓の音声を有する者よ‘獅子の如
ば
く即Lえたまえ。
ぶつげん
その時，実に，比丘らよ’如来は，仏眼を以て，世間をあまねく観察し，衆生を見たり。［そ
の中には］劣等なる［者たちや]，平凡なる［者たちや]，優秀なる者たちがあり。高等なる［者
たちや]，下等なる［者たちや]，中等なる者たちがあり。善良なる性質にして浄化しやすき者
りやくせつ
たち，邪悪なる性質にして浄化しがたき者たち，略説（簡略なる説明）Ｉこて理解する者たち，
こうせつ
広説（詳細なる説明）Ｉこて理解する者たち35,語句に執著する者たち［など］があり，［総じて］
しゅじょうじゆ じやじょうじゆ しようじょうじ、
三種の衆生系あり。ひとつは邪定緊（邪‘性に定まりたる類緊)，ひとつは正定系（正性に定
32《》内の部分の原文はＴ５を除く主要東大写本に欠落しており，Tib.にもこれに相当する訳文がない。
しかし，偶数から見ても文脈上も，この部分が必要である。
33「かの」の原語（tam）は主要東大写本に欠落しているが．Tib.(de)から見ても韻律上も必要である。
3Iudumbara（優曇華）は「三千年に一度だけ花が咲く樹と言われ，また如来が出現し，転輪王が出現すれ
ば花が咲くともいわれ，さらに，花なくして実を結ぶともいわれる。経典の中では稀有なことの響喰と
する｡」中村元「怖教語大辞典」９２頁「優曇華（うどんげ)」の項目参照。
:l5Tib､には，vipaiicitaj流、（広説にて理解する者たち）に相当する訳語がない。
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ふじょうじゅ
まりたる類緊)，ひとつは不定衆（どちらの性にも定まらざる類衆）なり。比丘らよ’あたか
も次の如し。《ある人が36》池の岸辺に立ちて蓮華を見るに，あるものは水の中にあり，あるも
のは水面上にあり，あるものは水面より上にあり。比丘らよ’それと全く同様に．如来は，仏
しょうじ◎
眼を以て，世界をあまねく観察して，衆生が三種の性緊に定められたるを見たり。
その時，実に，比丘らよ’如来はかくの如く思念せり。「われが法を説こうとも，あるいは
主；よ
説かざるとも，凡そ’力､の邪定緊［の者たち］は，決してこの法を理解することなかるべし。
また，われが法を説こうとも．あるいは説かざるとも．力､の正定緊なる者たちは，この法を正
しか
しぐ理解すべし。然しながら，実に，かの不定衆なる者たちは，もし彼らIこ法を説かば理解す
べし。されど，説かざれば理解せざるくし」［と]・
いんゆ
その時，実に比丘らよ’如来は，不定衆に属する衆生を因由として，大悲‘l:.､を起こしたり。
その時，実に如来は，この，自らの正しい認識によるが故に，シキン大党天の勧請を了知し
て，シキン大党天に偶を以て告げたり。
がいしんいだ
３４．党天よ’マガダ国の衆生Iこして，常に聞く耳を持ち，浄信ある者となり，害心を抱くこ
となくして，法を聴聞する，その者たちに，甘露（不死）の法門は開かれたり，と。
かんぎゆやく
その時，実にシキン大焚天は，如来が承諾したるを知って，歓喜・踊躍し，喜悦し，満足し，
きんかい
欣快を生じて，如来の足元Iこ頭面をつけて敬礼したるのち，まさに，そこにて隠没せり。
また，実に，比丘らよ’大地の神々は，その時，虚空の神々に音声を発し，言葉を告げたり。
｢諸君，今日，如来・阿羅漢・等正覚者によって，転法輪の約束がなされたり。それは，大衆
あいみん
の利益となり，大衆の安楽となり，世間への哀感となり，大群衆と天衆と人間との，富と禾ﾘ益
げんしっ
と安楽を生ずべし。まことに、諸君，アスラ（阿修羅）の衆は減失し、デーヴァ（天神）の衆
じようまん
は成満すべし。また，世間における，多くの衆生が浬梁することを得くし」［と]。かくの如く，
実に，虚空の神々は大地の神々より聞いて，四大王天の神々に音声を発したり。四大王天［の
神々］は三十三天［の神々］に．三十三天は夜摩天に，夜摩天は兜率天に．兜率天は化楽天に．
ぼんＬ人て人
化楽天は他化自在天［の神々］に37.また，彼らは党身天の神々に音声を発し，言葉を告げたり。
｢諸君，今日如来・阿羅漢・等正覚者によって，転法輪の約束がなされたり。それは，大衆
の利益となり，大衆の安楽となり，世間への哀感となり，大群衆と天衆と人間との，富と利益
げんしっ
と安楽を生ずべし。まことに，諸君，アスラ（阿修羅）の衆は減失し，デーヴァ（天神）の衆
じようまん
は成満すべし。また，世間における，多くの衆生が浬薬することを得くし」と。
せつな しゆゆ
かくして，実に，比丘らよ’その系ﾘ那，その瞬間，その須爽の間に，かの大地の神々から始
36「ある人が」の原語（puruSa）は主要東大写本に欠落しているが．Tib､にはこれに相当する訳語（ｍｉ
ｓｈｉｇ）がある。
37Tib.は「四大王天の天神衆は，三十三天と，夜摩天と，兜率天と，化楽天と．他化自在天たちへと」と
いう意味の訳文となっている。
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まり･焚身天の神々 に至るまで,ひとつの言音ひとつの音響が鰯湧き起これり。｢諸君今日，
如来．阿羅漢．等正覚者によって．転法輪の約束がなされたり」と《前述の如くなり39》・
その時，実に，比丘らよ’ダルマルチ（法光）と名づける菩提樹［を守護する］神あり，ま
た，ダルマカーマ（法愛）とダルママテイ（法慧）とダルマチヤーリン4０（法行）と［名づけ
るところ］の．これら四名の菩提樹神は，如来の両足に平伏して，かくの如く言えり。「いず
こにて，世尊は法輪を転じたまうや」と41．比丘らよ’かくの如く言われて，如来は，かの［樹］
神たちに,かくの如く言えり。「ヴｧｰ ﾗｰ ﾅｼ-噸(ベﾅﾚｽ)の徹雄繊玲3において」
じゅいん
[と]。彼らは言えり。世尊よ，ヴァーラーナシーの都城は人民少なく，また，鹿野苑は樹陰少
ほか ほうじょう
なし。世尊よ，他にも大都城ありて，［それらは］繁栄し，富み，平和なり，かつ食物豊穣な
しゆた えいしょく
りて，歓楽に満ち，衆多の人民を擁し，園林．森林．叢林に豊飾せられたり。世尊よ，それら
け人けいＬよし
のいずれかIこおいて，法輪を転じたまわんことを」［と]。如来は告げたり。「賢兄諸氏，かく
の如く言うことなかれ。それは何ゆえか。
コーテイナユタ
３５．六万拘砥那由多44もの祭式が，そこにおいて，われによってなされたり。六万拘砥那由
他もの仏陀が，そこにおいて供養せられたり。そこに，往昔の仙人たちの住虚ありて，そ
のヴァーラーナシーの名声は至上なり。その地は，天神や竜たちに讃歎せられ，常に，法
に専念するところなり。
コーテイ
３６．また，われ，往昔の九万一千拘砥45の仏陀を‘億念するに，彼らは，かの，仙人［堕虚］
と名づける至上の森にて，最勝なる［法］輪を転じたまえり。しかもまた，［そこにては］
せいお人 きんじ
静穏にして寂静なる禅定が現前し，常に，鹿たちに近侍せられたり。その故に，仙人［堕
虚］と名づける至上の森にて，［われは］最勝なる［法］輪を転ずべし」と。
[以上］「勧請品」と名づける第25章なり。
38Tib.は単に「ひとつの言音が」という意味の訳文となっている。
39「前述の如くなり」の原語（pnrvavat）はＮ４を除く全写本に欠落しているが，Tib．（snamabshindu）に
よれば，これを挿入すべきである。
40以上の四名の菩提樹神の名の原語は，順次dharmaruci,dharmakama,dharmamati,dharmacarinである。
方広には「有四菩提樹天。一名受法。二名光明。三名楽法。四名法行」と訳されている。
4ｌＴｉｂ.には，ｉｔｉ（～と）に相当する訳語がない。
42varmaST（波羅奈国）は現在のベナレス（ヴァラナシ）であり，「ガンジス河左岸にヒンドゥー教の聖地
が連なり，毎年多くの巡礼者が訪れる｣。「広辞苑」（第六版）「ヴァラナシ」の項目参照。
43「仙人堕鹿」とは「仙人の落ち合う所。仙人の集まる所。鹿野苑に同じ。ベナレスの郊外のサールナー
トが，昔このようによばれていた」（中村元「悌教語大辞典」836頁参照)。
４１方広には「六十千億那由他」と訳されている。
･'5方広にも「九寓一千拘砥」と訳されている。
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